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就 任 挨 拶

今川 俊明地球環境部長

月 日付けで、地7 16
球環境部長に就任しま

した。独立行政法人化

と同時に研究企画科長

を 年務めましたが、2
それ以前は地球環境部

の前身となった環境管

理部や地球環境研究チ

ームで 年余り、砂12
漠化や土地評価に関する研究を行い、それ以後は

年 ヶ月程ですが、生態システム研究グループ1 3
長を務めました。したがって、農環研に入所以来

ずっとこの分野で仕事をしてきたともいえます。

私が地球環境問題に関わり始めたきっかけは、

2大学院時代にアフリカのチャド湖の周辺の過去

万年間の環境変遷を復元する研究に携わっていた

時に、サバンナやステップで植生が退行し、農耕

地では風や水による土壌侵食によって、土地の荒

。 、廃が進行している様子を見てからでした 当時は

年代にフランスが撮影した航空写真を研究1950
に使っていましたが、調査時の画像を見たいもの

だと思っていました。そして、農環研に入所して

リモートセンシングに出会い、自分の歩いてきた

場所を画像化して見ると、現地で見た現象を鮮明

に復元できることに驚いたものです。それ以来、

場所は変わりましたが、中国北部の砂漠化問題を

研究してきました。

地球環境問題と一口でいっても様々で、その影

響が地球全体にわたる温暖化やオゾン層の破壊、

大気や海流の動きで拡大する酸性雨や海洋汚染、

個々の広がりは必ずしも大きくはありませんが、

連結することによって拡大していく砂漠化や森林

破壊などその空間スケールは様々です。こうした

現象を空間的にとらえるには、リモートセンシン

グは非常に有効なツールです。現在、本年 月に4
東京で開催された「第 回地球観測サミット」で2

「 」採択された 地球観測 年実施計画枠組み文書10

を受けて、その実施計画の策定作業が国内でも進

められており、観測データの活用も期待されてい

ます。かつては、地球表面を観測することが中心

であった衛星も波長数や解像度を拡大させたセン

サー技術の発達によって、地表面の起伏から雲や

降水量をはじめとした大気の状態までも観測でき

ます。しかも、雲を透過して地表面を観測でき、

情報量が飛躍的に多くなっており、モニタリング

からモデリングまで農業分野での活用手法の高度

化をはからなければなりません。

また、地球環境問題を解明し、今後の予測と対

策技術を開発するには、土、水、生物、大気等の

自然環境要因と人間活動を総合的にとらえること

が肝要です。そのためには、部内の関連する分野

の研究者だけでなく、他の部の研究者とも、より

積極的に共同研究をすることが必要と考えます。

これは、土壌、植生、地形、リモートセンシング

を専門とする つの研究部に属するものと大学に3
所属する中国人の社会経済の専門家でチームを組

み、中国の砂漠化研究を行ったときや、所内で観

測データ、気象データと地図情報を地理情報シス

テムで統合して温室効果ガスの国内の排出量を求

めたときに痛感したものです。

現在、地球環境部では「地球規模の環境変動が

農業生態系に及ぼす影響の解明 「農業が地球環」、

境に及ぼす影響解明と対策技術の開発 「環境資」、

源情報の計測・解析技術の高度化」という つの3
大課題を担当して研究を行っています。中期計画

も 年目を迎え、着実に成果をあげ、国内外への4
研究貢献や協力体制作りも進んでいると感じてい

ます。すでに、次期中期計画に向けた検討も行わ

れていますが、俯瞰的視野をもつとともに、他分

野との連携、協力が一層進められるよう務めてい

きたいと考えておりますので、今後ともご支援、

ご協力をお願いいたします。


